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「S-Matching の「投資家等グループ」へのご入会のご案内 

（募集要項） 

 

平 成 3 0 年 ２ 月 1 3 日 

内閣府宇宙開発戦略推進事務局 

経 済 産 業 省 製 造 産 業 局 

 

１． 創設の背景・目的 

 

政府では、宇宙基本計画（平成 28 年４月 閣議決定）の工程表の基づき、宇宙安全保障の確保、民

生分野における宇宙利用推進、産業・科学技術基盤の維持・強化の観点から、宇宙政策を推進してお

ります。 

 

民生分野については、昨今、宇宙分野においてもベンチャー企業等の取組が活発化する中、政府の

各種実証事業や、政府衛星データのオープン＆フリー化を通じた衛星データの利活用促進、株式会社

日本政策投資銀行（DBJ）や株式会社産業革新機構（INCJ）等の政府系機関による資金面での支援、

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）による新事業促進支援等、さらには、スペース・ニュ

ーエコノミー創造ネットワーク（S-NET）によるネットワーキング形成支援や、「S-Booster」によるビジネス・

アイデア創出支援等を通じて、宇宙分野におけるベンチャー創出・育成支援を行っています。 

 

しかし、いわゆる「シード」・「アーリー」といった事業化のスタートアップ段階においては、起業を志す

個人や新規ビジネスを企図するベンチャー企業等は、必ずしも複数の投資家・事業会社にネットワーク

があるわけでもなく、他方で、投資家・事業会社もスタートアップ段階のビジネス・アイデア等の情報に十

分に接することができているわけでもありません。このため、迅速かつ容易に、両者間でビジネス相談が

行われるような仕組みを整備することが必要となっています。 

加えて、技術的な課題がボトルネックとなり、事業化への移行に苦戦しているベンチャー企業も少なく

ありません。投資家にとっても、技術的な案件に対する投資判断は容易ではなく、コストがかかるといっ

た課題もあります。こうしたことが、結果的に、投資家等からの資金調達の困難さに拍車をかける構図に

もなっているという点も否定できません。 

 

こうした状況を踏まえ、昨年 12 月 12 日に宇宙開発戦略本部（本部長：安倍総理）において、「ベンチ

ャー育成支援のための資金面・技術面での支援枠組みを整備する」旨の内容を含めた新たな工程表を

決定しました。これを受け、今般、内閣府及び経済産業省は、JAXA、DBJ、INCJ と連携し、S-NET の一

環として、新たなビジネス・アイデアや新事業構想を有する個人・ベンチャー企業と投資家・事業会社と

のマッチングを円滑化するための場、「宇宙ビジネス投資マッチング・プラットフォーム（S-Matching）」（以

下単に「プラットフォーム」）を創設することを決定しました。 

 

 

２． プラットフォームの概要 

 

プラットフォームは、宇宙関連分野において新規ビジネス創出を企図している個人又はビジネスの拡

大を企図しているベンチャー企業等と投資家・事業会社とのマッチングの場の提供等を通じて、両者の

ビジネス連携等を促進し、我が国における宇宙データ利用をはじめとする宇宙関連ベンチャー企業等

の創出・育成等を図ることを目的とします。 

 

具体的には、まず、プラットフォーム上で、宇宙分野への投資に関心のたる投資家・事業会社を募集

し、一定の審査基準を満たした投資家・事業会社は、「投資家等グループ」として、名簿に記載されます。

その際、担当者の氏名の他、投資関心分野等も同名簿に記載されます。 



別添１ 

新たなビジネス・アイデア等を有する潜在的創業者又はベンチャー企業等は、プラットフォーム上で、

当該投資家等グループに対して、自らのビジネス・アイデア等を通年で投稿することができます。加えて、

事務局は、宇宙ビジネス・アイデア・コンテスト「S-Booster」や「政府衛星データのオープン＆フリー化及

びデータ利用環境整備事業」、政府の各種実証事業などとも連携し、幅広くビジネス・アイデア等を募集

いたします。 

投資家等グループ内の投資家・事業会社は、直接、当該ビジネス・アイデア等を提案した潜在的創業

者又はベンチャー企業等に個別にアプローチし、詳細説明を求めることができます。また、潜在的創業

者又はベンチャー企業等は、投資家等グループの名簿を閲覧することができ、関心のある投資家・事業

会社に対して、自らのビジネス・アイデア等の詳細を説明することができます。 

さらに、投資家等グループ内の投資家・事業会社は、自らの事業を行う上で、必要な技術やアイデア

等が必要な場合、国内の個人・ベンチャー企業等に対して、照会をかけ、幅広く提案等を募集すること

ができる機能についても検討しております。 

 

上記により、潜在的創業者又はベンチャー企業等と投資家・事業会社とのビジネス・マッチングを円

滑化し、宇宙関連ベンチャー企業等の創出・育成等を図ります。詳細は、「宇宙ビジネス投資マッチン

グ・プラットフォーム 運営規約」（別添２）及び参考資料（別添３）をご覧ください。 

 

 

３． 「投資家等グループ」への入会（募集） 

 

本日（２月 13日）から、投資家等グループへの入会を募集します（現時点において締切は特段想定し

ていません。）。なお、３月 20 日には、初期メンバーとして、それまでにご入会された投資家等の方々の

企業名又は個人名を対外的に発表させていただく予定です（別添６参照）。 

「投資家等グループ」への入会を希望される方（企業・個人）は、別添２の「宇宙ビジネス投資マッチン

グ・プラットフォーム 運営規則」をご一読の上、S-Matching の事務局が設置されるまでの当面の間は、

別添４の「「投資家等グループ」への入会申請書」（※必要書類を要添付）を以下宛先に郵送でお送りく

ださい。当方で入会審査を行った後、投資家等グループ名簿に登録をさせていただきます。なお、登録

内容に変更が生じた場合又は変更したい場合については、別添５の「「宇宙ビジネス投資マッチング・プ

ラットフォーム（S-Matching）」に係る投資家等グループ名簿の記載変更届」に必要事項をご記入の上、

当面の間は、以下宛先に郵送でお送りください。 

今後、「投資家等グループ」の正式な立ち上げに際して、詳細な情報登録や種々の手続き等が必要

になる場合があります。その際は、改めてご連絡させていただきます。 

 

＜申請書の送付先＞ 

内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 長宗・長島 

住所：〒100-0013 東京都千代田区霞が関３－７－１ 霞が関東急ビル 16 階 

 

 

４． 「投資家等グループ」へのビジネス・アイデア等の投稿 

 

「投資家等グループ」へのビジネス・アイデア等の投稿は、プラットフォームの専用サイトが実際に立ち

上がり、運用を開始してから可能となります。投稿開始のタイミングは、５月以降を予定しておりますが、

正式には改めてご案内をさせていただきます。 

 

 

５． 今後のスケジュール 

 

 ２月 13 日（本日）   プラットフォーム（S-Matching）の創設発表、投資家等グループの募集開始 



別添１ 

 ３月 20 日（火）    投資家等グループの初期メンバ発表（詳細は、別添６参照） 
 近日中          プラットフォームを運営するための事務局の決定 
 ５月以降         プラットフォームの専用サイトの運営開始（ビジネス・アイデアの募集開始） 

 

 

６． ご質問・お問い合わせ 

 

その他、ご質問、お問い合わせ等ございましたら、S-Matchingの事務局が設置されるまでの当面の間

は、以下連絡先までご連絡ください。 

 

 

【連絡先】 

内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 長宗、長島 

電話：03-6205-7069 

 

経済産業省 製造産業局 宇宙産業室 國澤、中西 

電話：03-3501-0973 


